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コミッショナーの目的の振り返り
マンツーマン推進の趣旨
・発育・発達段階に応じた適切な育成
・マンツーマンに対する理解を促進、楽しめる環境を構築
・日本全体の競技力の向上

期待する効果
・1対１でバスケットボールを楽しむ/個人スキルアップ/状況判断力、理解力を高める/想像力を高め
る

※ 世界の強豪国では16歳以下のゾーンディフェンスを禁止しており、国際バスケットボール連盟
(FIBA)もミニバスでは禁止している世界の強豪国では16歳以下のゾーンディフェンスを禁止してお
り、国際バスケットボール連盟(FIBA)もミニバスでは禁止している
JBA HPより参照：http://www.japanbasketball.jp/players_development



マンツーマンとゾーンの
定義の振り返り

JBA HPより参照：
http://www.japanbasketball.jp/players_development



【マンツーマンディフェンス】
① マッチアップが 5 人共に見られること。
② スイッチは可能であるが、エリアを守り続ける目的のスイッチは許容されない。
③ オンボールディフェンスは、マッチアップし、ボールマンのシュート・ドリブル・パスを制限しよ
うとすること。
④ オフボールディフェンスは、マークマンとの関係により、ポジショニング・ビジョンを取ること。
ヘルプ、トラップ、ローテーションが発生することは可能とする。
⑤ マッチアップの状況からポジショニング・ビジョンが適切ではない状況が生じた場合、組織的，
意図的でなければ個人のミス、技術不足、判断であると見なして、瞬間の現象を捉えるだけではゾー
ンディフェンスであるとは見なさない。
⑥ マッチアップの状況からトラップが生じた場合、ゾーンディフェンスをしているとは見なさない。
但し、これを意図的、組織的に連続して行う場合は目指すマンツーマンディフェンスではない。（ス
クランブルディフェンス状態）



【ゾーンディフェンス】
① ディフェンスプレーヤーが特定のマッチアップを意識せず、組織的，意図的にエリアを守ること。
② マークマンの動きに対して、適切なポジション対応をしていない（例：マークマンについていか
ないこと）状況が継続的に行われていること。
③ マークマンの動きに関係なく、ボールマンを守り続ける状態。
④ 隊形を問わず、5 人・4 人・3 人・2 人・1 人がエリアを守るもの
⑤ マッチアップが明確ではない状態が続くディフェンス(例:トラップを続ける中で途中エリアを守
る等)



旗の上げ方の振り返り



【⻩⾊旗の流れ】
1.まずは事象を観察して我慢をする
(序盤は旗を急いで振らずに傾向を観察するよう努めます)
2.その事象が組織的、意図的、継続的であるかどうかを確認して、黄色旗をあげる。
3.チームとして複数回の黄色旗が上がる状況があれば、2回目以降の旗は赤旗をあげることを検討し
ます。
※違反を取り締まる意識ではなく、修正してほしい箇所が見つかった場合のコミュニケーションを取
る手段として旗を振る意識を持つ良いです。



【赤旗の流れ】
1.事象が起きた際、赤旗を挙げる。
・マンツーマンではないディフェンス→ 黄色を上げて赤旗に移行
・ゾーンディフェンス →黄色旗を上げず、すぐに赤旗を上げる

2.赤旗は下ろさずにあげたままにしておく。

3.プレイが止まる、または攻守が切り替わるタイミングで笛を鳴らしゲームを止める。
※攻守が切り替わるタイミングでプレイを止める場合は、ゲームタイマーとショットクロックを確認し、笛を鳴らした時間を覚えておくこと
※ファウルの場合は審判がレポートを終えてから笛を鳴らす
※笛を鳴らすタイミング：プレイが止まるタイミング、または、攻守が切り替わるタイミング
・プレイが止まるタイミング⇨アウトオブバウンズ、ファウル、バイオレーション
・攻守が切り替わるタイミング⇨シュートが入る、リバウンドが相手ボールになる、ディフェンスがボールをカットするなど

4.審判に声をかけて処置をすることを伝える

5.両チームの監督をTOの前に呼び説明を行った後、違反のあったチームに対して説明を行う
※チーム指導者から選手に対する説明もコート中央にて行い説明内容が相手チームに伝わるようにすること



【赤旗の処置】
• 一回目の処置：警告後、ボールの保持をオフェンスに戻して再開
• 二回目以降の処置：警告＋マンツーマンペナルティを宣告後、フリースロー１本が与えられ、ボー
ルの保持をオフェンスに戻して再開
※フリースローが与えられる場面では、リバウンダーなしでフリースローを行い、そのあとマンツー
マンペナルティのフリースロー1本を与える。
※U12の場合マンツーマンペナルティ３回目（赤旗の処置４回目）でコーチに退場処分が下される



【ショットクロックとリスタート位置】
ショットクロックリセットの判断

アウトオブバウンズなどで攻守が切り替わらない場合
・ショットクロック：ショットクロックは止まった時間からスタート

それ以外
・ショットクロック：ショットクロックは24秒リセット

リスタート位置の判断

アウトオブバウンズ、ディフェンスのファウル、ディフェンスのキックボール
・リスタート位置：ボールデッドした場所からリスタート

それ以外の場面
・リスタート位置：オポジット（TOと反対側のサイドライン）よりリスタート



【その他補足】
・ジャンプボールシチュエーションでゲームが止まった際は、アローは変更しない

・赤旗をあげているが、何らかの理由で試合を止められず攻守が切り替わり警告チームの得点が入った場合、得点はキャ
ンセルされ、攻守が切り替わった時点にタイマーを戻し再開する

・赤旗のタイミングとタイムアウトが重なった場合、チームへの説明後にタイムアウト、タイムアウトの後にペナルティ
のフリースローとスローインで再開

・赤旗のタイミングでクォーターが終了した場合、チームへの説明後（二回目の場合はフリースロー後）インターバル開
始、試合再開時はオフェンス側のボールでスタートしアローは変えない。

・赤旗のタイミングで試合が終了した場合、１度目の赤旗は速やかに試合を終了し、必要に応じて試合後チームへ説明。
２度目の赤旗はフリースローが試合に影響する場合は処置を行い、その結果試合終了、または延長に入る。延長時にはオ
フェンス側のボールで再開しアローは変えない。

・スローイン時のイリーガルなディフェンスの場合、ボールが入る前であれば笛を鳴らしてプレーを止めて警告して良
い。（黄色の場合は声かけをして再開、赤旗の場合は処置のあと再開）



事象の共有と確認
※佐賀県コミッショナー委員長の高瀬さんより提供頂いた資料を

参照










